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有
形
文
佑
財
に
比
べ
、
無
形
文
佑
財
の
研
究
は

す
こ
ぶ
る
困
難
で
あ
る
。
有
形
文
佑
財
は
昔
の
も

の
が
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
に
対
し
、
無
形

文
化
財
は
、
今
日
わ
れ
わ
れ
が
見
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
は
、
あ
く
ま
で
も
現
在
の
上
演
で
あ
っ

て
、
背
の
そ
れ
で
は
な
い
。
現
在
の
も
の
を
比
較

研
究
し
て
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
古
い
伝
承

を
発
見
し
、
系
統
付
け
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ

。有
形
文
佑
財
に
つ
い
て
は
、
日
本
美
術
史
と
い

う
よ
う
な
書
物
が
何
種
類
も
あ
っ
て
、
少
し
勉
強

す
れ
ば
一
応
の
知
識
が
得
ら
れ
る
。
だ
が
民
俗
芸

能
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
体
系
的
、
教
科
書
的
な
本

は
帯
在
し
な
い
。
今
な
お
資
料
収
集
の
段
階
に
あ

。民
俗
芸
能
の
現
在
に
お
け
る
分
布
状
態
、
分

類
、
多
少
の
歴
史
的
考
察
を
加
え
た
も
の
に
次
の

二
書
が
あ
る
。

郡
司
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民
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郡
司
氏
の
著
書
の
方
が
い
く
ぶ
ん
体
系
的
で
あ

る
。
両
著
と
も
参
考
書
目
を
載
せ
て
い
な
い
の
が

よ
ろ
し
く
な
い
。

民
俗
芸
能
は
中
央
の
芸
能
と
密
接
な
関
係
に
あ

る
。
次
の
書
は
日
本
芸
能
史
の
簡
略
な
手
引
書
で

あ
り
、
か
つ
民
俗
芸
能
に
も
相
当
の
買
を
割
い
て

い
る
。
な
お
巻
末
に
は
参
考
文
献
が
あ
る
か
ら
、

も
っ
と
勉
強
し
た
い
人
は
、
こ
れ
を
参
照
す
れ
ば

よ
い
。後

藤
淑
「
日
本
芸
能
史
入
門
ι

社
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民
俗
芸
能
の
調
査
に
は
、
録
音
機
と
写
真
機
が

不
可
欠
で
あ
る
。
従
っ
て
調
査
に
は
、
総
合
的
観

察
者
、
録
音
係
、
写
真
係
の
三
人
一
組
で
い
く
こ

と
が
理
想
的
で
あ
る
。
芸
能
の
性
質
や
上
演
時
刻

に
よ
っ
て
は
、
照
明
係
を
必
要
と
す
る
こ
と
も
あ

る
。
こ
れ
だ
け
の
人
数
が
そ
ろ
え
ら
れ
な
い
と
き

は
、
一
入
が
何
回
も
(
つ
ま
り
何
年
も
)
行
く
よ

り
ほ
か
な
い
。

芸
能
の
歌
詞
を
筆
記
し
た
稽
古
本
が
村
に
あ
る

場
合
は
そ
れ
を
筆
写
す
る
こ
と
が
便
利
で
あ
る

が
1

私
の
経
験
に
よ
る
と
、
稽
古
本
の
歌
詞
と
実

際
の
上
演
の
歌
詞
と
が
多
少
異
な
る
乙
と
が
少
な

く
な
い
か
ら
録
音
は
絶
対
必
要
で
あ
る
。

調
査
事
項
の
主
要
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。
一
、
名
称
。
一
一
、
上
演
目
時
。
三
、
上
演
場

所
。
四
、
出
演
者
。
(
そ
の
階
級
、
年
齢
、
職

業
、
分
担
、
組
織
、
選
抜
法
等
)
。
五
、
稽
古
(

場
所
、
時
期
、
指
揮
者
、
教
師
等
)
。
六
、
管
理

団
体
(
参
与
者
、
保
護
者
、
講
、
青
年
団
等
)
。

七
、
経
営
、
経
済
。
八
、
舞
台
(
飾
り
物
を
含

む
)
。
九
、
服
装
、
仮
面
、
道
具
(
そ
れ
ら
の
所

有
者
、
保
管
者
、
保
管
場
所
)
。
十
、
舞
踊
(
演

技
)
。
十
一
、
音
楽
(
楽
器
、
演
奏
法
、
は
や

し
)
。
十
一
一
、
歌
調
、
せ
り
ふ
。
十
三
、
見
物
人

(
そ
の
範
囲
)
。
十
四
、
由
来
、
変
遷
(
伝
説
、

記
録
)
。
十
五
、
祭
事
の
全
体
(
あ
る
祭
事
の
一

部
分
と
し
て
芸
能
が
上
演
さ
れ
る
場
合
)
。
十

六
、
村
落
の
一
般
的
状
況
。

あ
る
村
落
の
民
俗
芸
能
に
つ
い
て
一
応
の
調
査

が
す
ん
だ
な
ら
ば
、
他
の
地
方
の
類
似
し
た
芸
能

に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
王
の
舞

と
か
六
斎
念
仏
の
よ
う
に
県
内
に
同
じ
種
類
の
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
る
場
合
は
つ
ご
う
が
よ
い
が
、

遠
く
離
れ
た
他
府
県
に
あ
る
場
合
も
あ
る
。
ど
う

し
て
も
全
国
的
視
野
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

福
井
県
の
民
俗
芸
能
に
つ
い
て
は
、
次
の
書
が

あ
る
が
、
ま
だ
不
完
全
で
あ
る
。
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